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平成 29 年 6 月 4 日（日）KKR 札幌医療セン

ターにおいて、平成 29 年度公益社団法人北海道

臨床工学技士会定時総会が開催されました。審議

事項、報告事項の各議案に関して委任状による出

席者を含め過半数を超えた会員より承認を頂き

成立しました。 

 また、総会に先立ち全体委員会会議が開催さ

れ、公益事業推進委員会から公益事業の一環であ

るAED日常点検講習のサポートメンバー募集に

ついて、医療機器啓蒙活動に関する事業の立ち上

げなど、各委員会に関わる議題について話し合わ

れました。 

 ご多忙な時期にも関わらず、御協力いただいた

会員の皆様に御礼申し上げます。 

 

 

 出席者数 

・会員総数 1103 名（平成 29 年 5 月 15 日現在） 

・出席者数 607 名（うち委任状出席 558 名） 

 審議事項 

・第 1 号議案 平成 28 年度事業および収支決算 

報告 

・第 2 号議案 平成 28 年度監査報告 

 報告事項 

・平成 29 年度事業計画報告 

・平成 29 年度収支予算報告 
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  北海道･東北臨床工学会連絡協議会 

からのお知らせ 

平成 29年 7月吉日 

会員各位 

 

北海道・東北臨床工学会連絡協議会 

 

臨床工学技士業務功労者厚生労働大臣表彰について 

 

拝 啓  

盛夏の候、会員の皆様にはますますご健勝ことと

お慶び申し上げます。平素は北海道・東北臨床工

学会連絡協議会へのご理解とご協力を賜り厚く御礼

申し上げます。 

さて、去る 7月 7日に京王プラザホテルにおいて

行われました日本臨床工学技士会法人設立 15周

年記念及び臨床工学技士法公布 30周年記念式典

および講演会、記念祝賀会におきまして当ブロック

より 2名（全国で 25名の受賞者）の方が臨床工学技

士業務功労者労働大臣表彰を授与されましたことを

ご報告致します。 

この賞は永年にわたる臨床工学の業務を通じて、

我が国における医療の普及及び向上に貢献し、か

つ、斯界の発展に顕著な功績のあった者に対して、

厚生労働大臣がその功績をたたえるものです。今回

受賞されましたお二人も永きに渡り、北海道・東北に

おける臨床工学業務の発展と後進の育成にご尽力

された賜物だと思います。ここに北海道・東北連絡

協議会一同、敬意を表し、これからますますのご活

躍を期待しております。 

敬 具  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨床工学技士業務功労者厚生労働大臣表彰受賞者 

 

鈴木一郎 氏（写真右：宮城県：仙台市医療ｾﾝﾀｰ  

仙台ｵｰﾌﾟﾝ病院 診療支援部部長） 

山﨑章生 氏（写真左：青森県：社団法人慈恵会 

青森慈恵会病院 医療技術部ME室） 

6月 4日（日）に行われた理事会で以下の報

告、協議がなされました。 

 

報告事項 

１．総会開催報告 

審議事項 

議案１．北海道の医療機関における電波利用

促進協議会構成員選出について 

議案２．委員会委員就任、退任について  

議案３．安全委員会委員増員について 

議案４．後援について  

議案５．ロボット作業部会について 

議案６．後志地方技士会での講演について 

◆RMニュース◆ 
 
＜医療機器、安全に再利用… 

厚労省が基準策定へ＞ 
１回の使用で廃棄している使い捨ての医療機器

について、厚生労働省は、業者が洗浄・滅菌などを

行うことで再活用できるようにする。品質や安全性に

関する審査基準を新たに作り、７月下旬からの実施

を目指す。価格は国の有識者会議で議論されるが、

医療費の削減につながる可能性がある。 

 医療機器を使い捨てるのは、主に感染症の防止が

目的。注射器は代表的な例だが、手術で血管を縫

い合わせる機器や、カテーテルと呼ばれる細長い管

など高額な機器の一部も、血液などに触れるため、

使い捨てられている。 

 １回の処置で１本約２０万円のカテーテルを５、６本

使う場合もあり、一部の病院は院内で滅菌などの処

理をして再使用しているとされる。患者の安全のた

め、厚労省には、基準作りを求める声が上がってい

た。 

 新基準では、許可を得た製造業者が、使用済み機

器を洗浄・滅菌した上で再組み立てを行い、医療機

関に出荷できるようにする。再活用は、国内の医療

機関で使われ、脳や脊髄などへの接触がなく、感染

症患者に使われていない機器などに限定する。 

 基準案作成の調査・検討を行った厚労省研究班

の武藤正樹・国際医療福祉大学教授は、「２０００年

から再製造が行われている米国では、高額な医療

機器が３～６割安くなり、推計で年間約３億ドルが節

約できた。日本でも医療費を下げる効果が期待でき

る」と話している 

2017年 7月 19日(水) 配信：読売新聞 
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このコーナーは、平成 2８年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、平成 2９年 3 月に北海道ハイテクノロジー専門学校を卒業し、現在旭川医科大学病

院にて勤務中の佐藤史直さんです。 

 

旭川医科大学病院  

佐藤 史直  

私は今年の３月に北海道ハイテクノロジー専門

学校を卒業し、平成２９年４月より旭川医科大学

病院の臨床工学技士として勤務しています。当院

はローテーション制度を用いておりプリセプター

の指導の下、６月までは透析業務を行い現在は手

術室業務を行っています。 

透析業務では回路組みやプライミングなどの基

本的なことを一から学び、今では透析開始から終

了時の介助、返血などの行為ができるようになり

ました。また ICU で行う透析も毎日介助につき行

いました。ICU では救急で運ばれてきた患者さん

や手術前後の重症な患者さんが多く、バイタルや

その時に使われている薬剤から患者さんの状態を

把握し透析を行わなければいけなく経験や知識が

大切であることを学びました。 

また今行っているオペ室の業務では主に医療機

器の準備を行っており、内視鏡や関節鏡、消化器

外科の手術の際に使用する機器のセッティングを

行っており機器の名前を覚えるところから始めて

います。 

臨床の現場は想像以上に忙しく入職当初は慣れ

ない環境や覚える仕事の量の多さに１日を乗り越

えることで精一杯でした。また知識も国家試験レ

ベルで知らないことばかりであり、自分の力のな

さを痛感する毎日でしたが暖かい先輩方や患者さ

んの笑顔に支えられながら少しずつではあります

が自分の成長を感じながら働いています。 

臨床工学技士は仕事を覚えるだけではなく、常

に向上心や探求心を持ち勉強し続けることも大切

です。仕事をしながら日々勉強することは大変な

ことではありますがそれが患者さんや自分の未来

につながっていくのではないかと思い頑張ってい

ます。 

当部門では他にも人工心肺業務や ICU 業務、

NICU 業務、高気圧酸素治療業務、心臓カテーテ

ル業務など多岐にわたり覚えることがありまだま

だ半人前ですが、幅広い分野で活躍できる臨床工

学技士になれるように学ぶ姿勢をもち続けて一歩

ずつ頑張っていこうと思っています。 
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重要!! 財務委員会からのお知らせ 

平成 29 年度年会費（3 回目）自動口座振替日の連絡とお願い 
 
平成 29 年 8 月 28 日（月）に本年 3 回目の年会費自動口座振替をおこないます。今回の対象者は、

平成 29 年 5 月以降に新入会手続きをおこない自動振替の手続きが完了している正会員になります。 
会員の皆様におかれましては、登録口座の内容に変更がないかどうか、また残高が十分かどうかなど

を事前にご確認頂くようお願いいたします。なお、登録の自動振替口座の変更がある場合や諸事情によ
り当会を退会する予定の会員は至急事務局にご連絡ください。 
 
お問い合わせ先 
技士会ホームページ「お問い合わせ」→「技士会事務局へのお問い合わせ」よりご連絡ください。 

下記に示すセミナー、学会等が開催されま

す。皆様多数の参加をお願いいたします。詳細

は公益社団法人 北海道臨床工学技士会ホー

ムページまたは各記載の web サイトをご覧く

ださい。 
****************************************** 

2017年8月27日，9月17日，10月29日，12月3日 

「第９回血液浄化StepUpビデオセミナー」 

札幌会場 8 月 27 日:中外製薬北海道支店 

会議室 

釧路会場 9 月 17 日:釧路赤十字病院 講堂 

函館会場 10 月 29 日:函館五稜郭病院 会議室 

室蘭会場 12 月 3 日:日鋼記念病院 講堂 

http://www.jyouka.com/ 

****************************************** 

2017 年 9 月 9 日（土） 

「日本集中治療医学会 

第１回北海道支部会」 
会場 札幌コンベンションセンター 

http://www.hokkaido.med.or.jp/igaku/ 

online/frame.html 

****************************************** 

 

 

****************************************** 

2017 年 9 月 21 日（木）～22 日（金） 

「第 43 回日本診療情報管理学会学術大会」 

 会場 札幌コンベンションセンター 

http://jhim43.umin.jp/about/index.html 

****************************************** 

その他開催予定のセミナー 
 詳細が決まり次第、北海道臨床工学技士会 

ホームページに掲載致します。 
 

2017 年 9 月 24 日（日） 

「第 8 回北海道呼吸療法セミナー」 

会場 北海道建設会館 
 

2017 年 10 月 29 日（日） 

「第 12 回医療安全セミナー 

内視鏡業務の安全管理」 

会場 ＫＫＲ札幌医療センター 
 

2017 年 11 月 11 日（土） 

「アフェレシス血液浄化技術セミナー2017」 

会場 札幌北楡病院 
 

2017 年 11 月 26 日（日） 

「第 18 回北海道透析技術談話会」 

会場 北海道大学学術交流会館 

****************************************** 

第 28 回 北海道臨床工学会演題登録に関して 
開催日 2017 年 11 月 19 日（日） 

場 所 北海道大学学術交流会館 

演題登録期間 2017 年 8 月 24 日(木) ～ 10 月 5 日(木) 14 時 

絶対に延長はありません。 
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印刷 
 

株式会社  プリントパック  

 

http://www.printpac.co.jp/  

北海道臨床工学技士会ニュース 

広報担当   旭川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 臨床機器管理課  木村吉治 

北晨会 恵み野病院 臨床工学科  日沖一木 

編集委員   旭 川 赤 十 字 病 院  臨床工学課  奥山幸典 

旭川医療センター 診療統括部  本手 賢 

       旭川医科大学病院 診療技術部  南谷克明 


